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６
月
14
日
に
平
成
20
年
度
後
援
会
役
員
会
、総
会
お
よ
び
懇
談
会
が

本
学
に
て
開
催
さ
れ
、役
員
会
11
名
、総
会
82
名
の
保
護
者
に
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

役
員
会
・
総
会
で
は
平
成
20
年
度
の
役
員
人
事
、平
成
19
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、平
成
20
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び

予
算
案
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
就
職
進
学
支
援
室
よ
り
就
職
支
援
対
策
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
に
は
、本
学
食
堂
に
て
本
学
教
職

員
も
交
え
懇
談
会
が
行
わ
れ
、と
て
も
良
い
意
見
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
20
年
度
　役
員
・
運
営
委
員
紹
介（
敬
称
略
）

【

役

員

】

　
《
会
　
長
》　
実
盛
祥
隆

　
《
副
会
長
》　
越
田
幸
宏

　
《
会
計
監
事
》　
笠
田
健
治 

　
　
　
　
　
　
　
松
本
恵
美

【
運
営
委
員
】

《
４
年
生
》
　
瀬
戸
久
美
子
、坂
本
真
美
、西
村
修
一
、高
岡
広
義
、 

　
　
　
　
　
　
　
　畠
山
幸
雄
、四
柳
一
子
、梶
由
紀
子

《
３
年
生
》
　
新
井
恵
美
子
、大
西
美
幸
、岡
真
実
、小
田
切
正
、 

　
　
　
　
　
　
　
　鹿
野
日
出
、北
中
博
之
、木
村
厚
子
、西
田
徹
、 

　
　
　
　
　
　
　
　藤
澤
忠
男
、松
原
久
美
子

《
２
年
生
》
　
寺
田
由
美
子
、　
田
利
之
、釜
谷
輝
子
、那
須
直
美

《
１
年
生
》
　
高
鳥
毛
武
、南
代
邦
和
、松
本
修
、柿
本
真
裕
美
、 

　
　
　
　
　
　
　
　吉
岡
和
美

保
護
者
個
別
相
談
会

同
日
、懇
談
会
終
了
後
、本
学
に
て
保
護
者
個
別
相
談
会
が
開
催

さ
れ
、保
護
者
85
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。修
学
相
談
、就
職

相
談
、学
生
生
活
等
の
相
談
内
容
に
沿
っ
て
、個
別
に
担
当
教
職
員
に

よ
る
相
談
や
助
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
保
護
者
の
皆
様

と
と
も
に
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
で
き
る
よ
う
に
、さ
ら
に

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、来
年
度
も
継
続
的
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

Supporters' Association

後
援
会
役
員
会

後
援
会
総
会

就
職
支
援
対
策
説
明

懇
談
会

２
０
０
８
年
度
予
算

２
０
０
７
年
度
決
算

下記表のとおり承認されました。

■収入の部
項　　目
会　　費
利　　子
雑　収　入
繰　越　金

計

2007年度決算
13,950,000

0
0

1,534,170
15,484,170

2008年度予算
14,340,000

0
0

2,121,660 
16,461,660

■支出の部
項　　目

学生生活支援費
就職・教育活動援助費

会員研修費
研究活動支援費
会　議　費
通　信　費
慶　弔　費
広　報　費
雑　　費
卒業記念品代
予　備　費

計

2007年度決算
4,964,612
5,456,579

－
436,590
112,000
219,305
400,000
724,500
27,090
923,700

0
13,264,376

2008年度予算
5,800,000
5,500,000
600,000
500,000
180,000
350,000
500,000
800,000
100,000
950,000

1,181,660
16,461,660

【お知らせ】後援会のホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/ku/kouenkai/index.html）

（単位：円） （単位：円）



第
５
回
卒
業
証
書
・
学
位
授
与
式
が
白
山
市
松
任
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。社
会
福
祉
学
部
の
卒
業
生
２
０
９
名
が
、

社
会
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
で
は
加
藤
理
事
長
の
告
辞
、本
田
学
長
が「
こ
れ
ま
で
の

知
識
と
教
養
、勇
気
と
思
い
や
り
を
培
養
し
、素
敵
な
社
会
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、　
光
雄

白
山
市
長
、
村
山
一
美
市
議
会

議
長
、実
盛
祥
隆
後
援
会
会
長

か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
池
上

実
季
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
同
日
、
会
場
を
金
沢
エ
ク

セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
移
し
、
卒

業
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
式
は
、平
成
21
年
３
月
18
日
に
白
山
市
松
任

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

第
９
回
入
学
式
が
白
山
市
松

任
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、２
５

４
名
が
入
学
し
大
学
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

加
藤
理
事
長
が
告
辞
を
述
べ
、

本
田
学
長
が
「
誇
り
と
自
信
、

情
熱
と
勇
気
を
持
っ
て
邁
進
し

て
ほ
し
い
」と
式
辞
で
述
べ
ま
し

た
。続
い
て
、　
光
雄
白
山
市
長
、

村
山
一
美
市
議
会
議
長
、
実
盛

祥
隆
後
援
会
会
長
か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
柿
本
美
佳
さ
ん
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

新
入
生
が
早
く
大
学
生
活
に

な
じ
め
る
よ
う
に
、今
年
度
も
新

入
生
歓
迎
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
紹

介
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、劇
や
ク

イ
ズ
、ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

新
入
生
は
歓
迎
会
を
通
じ
て
金
城
大
学
の
良
さ
を
体
感
で

き
た
１
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。　

新
入
生
合
宿
研
修
が
、か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。異
な
る
学
部
や
専
攻
の
学
生
と
交
流
を
深
め
る
、大

学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
、福

祉
と
健
康
に
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
大
学
生
活
を
楽
し
む
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、講
話
、懇
親
会

な
ど
を
通
じ
て
異
な
る
学
部
、専

攻
の
学
生
と
交
流
を
深
め
、今
後

の
学
生
生
活
の
第
一
歩
を
歩
み
だ

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
学
友
会
が
主
体
と
な
り
短
大
部
と
合
同
で
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
・
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施（
６
月
毎
週

１
回
）し
ま
し
た
。喫
煙
や
ゴ
ミ
、駐
車
場
に
関
す
る
マ
ナ
ー
等

の
向
上
、大
学
生
と
し
て
の
自
覚
あ
る
行
動
を
呼
び
か
け
、啓

発
運
動
と
し
て
、吸
殻
・
ゴ
ミ
拾
い
を
率
先
し
て
行
い
ま
し
た
。

「
光
〜
僕
か
ら
君
へ
、君
か
ら
未
来
へ
〜
」を
テ
ー
マ
に
第
33

回
金
城
祭
が
10
月
25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度

はO
N
E

☆D
R
A
F
T

とY
A
-K
Y
IM

に
よ
る
ラ
イ
ブ
、模
擬
店
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
を
実
施
。た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
大
絶
賛
!!
親
切
丁
寧
な
説
明
に
加
え
て
元
気
な

上
に
面
白
い
！
70
名
を
超
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー

が
活
躍
！

７
月
21
日
（
月
・
祝
）に
第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
９
月
ま
で
の
期
間
で
全
５
回
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
が
加
賀
笠
間
駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
の
お
出
迎
え
に
始
ま
り
、
ミ
ニ
講
義
・
実
技
体
験
や
学

食
体
験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
最
後
の
お
見
送
り
ま
で
丁
寧

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
高
校
生
の
ほ
と
ん
ど
よ
り

『
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
が
明
る
く
親
切
に
対
応
し

て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
』な
ど
の
嬉
し
い
意
見
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
人
気
の
ダ
ン
ス
部
に
加
え
、
知
的
障
害
者

交
流
・
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「M

ix Ju
ice
 1
0
0
%

」

な
ど
多
数
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会

の
学
生
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
て
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
12
日
（
日
）に
は

『
推
薦
入
試
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』『
第

１
回
一
般
入
試
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

も
実
施
さ
れ
、
11
月
30
日（
日
）

に
は
『
第
２
回
一
般
入
試
対
策

セ
ミ
ナ
ー
』が
実
施
さ
れ
ま
す
。

卒
業
式
　
３
・
18

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

Events

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

金
城
祭

入
学
式
　
４
・
１

新
入
生
歓
迎
会
　
４
・
12

社
会
福
祉
学
部
新
入
生
合
宿
研
修

４
・
18
〜
19
／
４
・
19
〜
20

（
　
）
↑



【
活
動
報
告
】北
信
越
春
季
大
会（
団
体
優
勝
、

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
、シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位)

【
活
動
予
定
】全
日
本
大

学
対
抗
卓
球
選
手
権
大
会
、全
日
本
学
生
卓

球
選
手
権
大
会
、北
信
越
夏
季
大
会
、秋
季
大

会
、新
人
戦【
抱
負
】私
た
ち
は
、全
国
ベ
ス
ト

８
の
目
標
達
成
に
向
け
、日
々
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】春
季
北
陸
三
県
優
勝
、春
季
北

信
越
大
会
準
優
勝
、東
日
本
大
学
選
手
権
大

会
ベ
ス
ト
32
、天
皇
杯
・
皇
后
杯
予
選
優
勝【
活

動
予
定
】秋
季
北
陸
三
県
、秋
季
北
信
越
大
会
、

全
日
本
選
手
権
大
会【
抱
負
】私
た
ち
は
、全

国
上
位
を
目
標
に
、全
員
で
一
致
団
結
し
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】創
部
十
周
年
を
迎
え
る
ダ
ン
ス

部
は
、平
日
週
二
回
学
内
で
練
習
を
行
う
他

に
、週
末
は
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
や
、施
設
等

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。【
活

動
予
定
】年
末
に
は
県
内
の
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、自
主
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。楽
し
い

こ
と
も
辛
い
こ
と
も
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
、

部
員
全
員
で
一
か
ら
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
舞
台
が
、見
に
来
て
く
だ
さ

る
お
客
様
に
感
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
！【
抱

負
】こ
れ
か
ら
も
部
員
全
員
一
致
団
結
し
、ど
ん
ど
ん
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】第
42
回
北
信
越
春
季
リ
ー
グ

戦
大
会
男
子
４
部
Ａ
優
勝【
活
動
予
定
】北
信

越
秋
季
大
会
、白
山
リ
ー
グ
戦【
抱
負
】私
た

ち
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
男
女
共
に

日
々
練
習
に
取
り
組
み
、一
つ
で
も
上
の
リ
ー

グ
に
進
む
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す
。今
年
の
大
会
で
は
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
十
分
に
発
揮
し
、悔
い
の
残
ら
な
い
良
い
成
績

を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】春
本
戦
単
ベ
ス
ト
32
・
複
ベ
ス

ト
８
、白
山
市
テ
ニ
ス
選
手
権
ベ
ス
ト
４
、石

川
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
予
選
突

破
、太
田
英
夫
杯
テ
ニ
ス
大
会
優
勝
等【
活

動
予
定
】北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
大
会
、北
信
越
学
生
テ
ニ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
そ
の
他
一
般
大
会【
抱
負
】今

年
度
は
、団
体
戦
だ
け
で
な
く
個
人
戦
で
も
数
多
く
の
結
果
を
残

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】北
信
越
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
三
部
の
部
ベ
ス
ト

サ
ポ
ー
タ
ー
賞
、森
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
三
部
の
中
２
位【
活

動
予
定
】北
信
越
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、森
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会【
抱
負
】僕
た
ち
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
週
三
回
部
活
を

行
っ
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
皆
個
性
が
あ
り
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

毎
日
質
の
高
い
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。僕

た
ち
は
昨
年
の
大
会
で
悔
し
い
思
い
を
し
、

次
に
行
わ
れ
る
大
会
で
優
勝
目
指
し
て
日
々

コ
ー
チ
の
も
と
で
、さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
標
に
掲
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
練
習
試
合
も
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
、さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
２
部
昇
格
を

め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。【

活
動
報
告
】北
陸
大
学
野
球
連
盟
春
季
リ

ー
グ
戦
出
場（
成
績
２
勝
３
敗
）、野
々
市
町

民
野
球
場
で
月
２
回【
活
動
予
定
】秋
季
リ
ー

グ
戦【
抱
負
】私
た
ち
金
城
大
学
硬
式
野
球

部
は
、選
手
23
名･

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
６
名
の
計

29
名
で
全
員
野
球
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、悔
し
い
結
果

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、こ
の
結
果
を
バ
ネ
に
秋
季
リ
ー
グ
戦
で

は
、一
試
合
で
も
多
く
勝
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】普
段
は
部
室
で
の
個
人
練
習
、

ま
た
は
各
バ
ン
ド
ご
と
に
練
習
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
年
２
回
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
、学
園
祭

ラ
イ
ブ
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
に
参

加
し
ま
し
た
。【
活
動
予
定
】今
年
も
、２
回

の
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
、学
園
祭
ラ
イ
ブ
、オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
い
ま
す
。【
抱

負
】い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
し
、色
々
な
人
と
か
か
わ
り

を
持
っ
て
、各
自
の
音
楽
観
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。各
々

が
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
を
前
提
に
、様
々
な
も
の
を
得
ら
れ
た
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
。

【
活
動
報
告
】５
月
11
日（
日
）兵
庫
県
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
男
女
共
予

選
敗
退
、７
月
13
日（
日
）石
川
県
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
４
・
５
位
、８
月

９
日（
土
）滋
賀
オ
ー
プ
ン
・
淡
海
カ
ッ
プ（
滋

賀
県
）６
位
、
10
月
５
日（
日
）日
本
海
カ
ッ
プ 

in
 
IS
H
IK
A
W
A

10
位【
活
動
予
定
】
12
月
21

日（
日
）キ
ン
ボ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
・
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ（
兵
庫
県
）【
抱
負
】自

分
た
ち
の
日
ご
ろ
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
を

違
う
場
で
も
発
揮
し
、楽
し
む
気
持
ち
も
忘

れ
ず
に
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
】黒
部
名
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス【
活

動
予
定
】北
信
越
大
会
、百
万
石
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
、松
任
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、金
沢
市
民
マ
ラ
ソ

ン
、駅
伝
、金
沢
ロ
ー
ド
レ
ー
ス【
抱
負
】今
年

は
た
く
さ
ん
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
参
加
し
、タ

イ
ム
を
縮
め
て
自
信
を
つ
け
、来
年
度
北
信

越
で
結
果
を
残
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

卓
球
部

Cultural and Sporting Activities

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

硬
式
テ
ニ
ス
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

ダ
ン
ス
部

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

キ
ン
ボ
ー
ル
部

陸
上
部

硬
式
野
球
部

音
楽
部

（
　
）
↑

（
　
）
↑



【
活
動
報
告
】ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
は
、今
年
、美
術
学
科
の
学

生
を
中
心
に
立
ち
上
げ
た
新
し
い
同
好
会
で
す
。ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
と
称
し
て
い
ま
す
が
、ポ
ッ
プ
ス
や
ロ
ッ
ク
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。【
活
動
予
定
】今
は
、個
人
の
実
力

を
あ
げ
る
た
め
個
人
練
習
に
徹
し
て
い
ま
す
。【
抱
負
】同
好
会

一
同
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

【
活
動
報
告
】今
年
度
は
、毎
週
行
っ
て
い
る
定
期
活
動
を
は
じ

め
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
児
童
向
け
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。【
活
動
予
定
】今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、野
外
体
験
活
動（
キ
ャ
ン
プ
な

ど
）、学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、主
に
公
共
機
関
が
開
催

す
る
児
童
向
き
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。【
抱
負
】

学
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
ど
ん
ど
ん
実
践
し
て
い

き
た
い
で
す
。

【
活
動
報
告
】昨
年
度
Ｋ
Ｆ
Ｃ
は
、美
川
商
工
会
主
催
の
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
大
会
に
出
場
し
、フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
優
勝
、エ
ク
シ
ー
ル
城
東

主
催
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
は
、４
位
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
も
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
出
場
し
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を

果
た
し
ま
し
た
。【
活
動
予
定
】そ
の
他
に

も
対
外
試
合
な
ど
を
行
い
、精
力
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。【
抱
負
】今
年
度
も
、

今
ま
で
よ
り
も
多
数
の
大
会
に
参
加
し
、

上
位
入
賞
の
み
な
ら
ず
、優
勝
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
活
動
報
告
】今
で
は
１
・
２
年
合
わ
せ
て
50
人
と
い
う
大
き
な
サ
ー

ク
ル
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。活
動
は
主
に
体
育
館
で
バ
ス
ケ
を
し
た
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
天
気
の
良
い
日
に
は

外
で
カ
ン
ケ
リ
や
ケ
イ
ド
ロ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。【
活
動
予
定
】

何
を
す
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、み
ん

な
で
話
し
合
っ
た
上
で
ど
の
よ
う
な
活
動

を
す
る
か
決
め
て
い
ま
す
。【
抱
負
】と
て

も
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
な
の
で
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、平
成
20
年
度
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者
研
修

会
が
白
山
市「
か
ん
ぽ
の
郷
白
山
尾
口
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各

書
類
の
提
出
に
つ
い
て
、個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明

や
、各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
・
学
友
会
と
の
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。学
生
か
ら
の
評
判
も
よ
く
、来
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

w
w
w
.kid
s

R
ecsp

o
rtio
n

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
代
表
者
研
修
会

Ｋ
Ｆ
Ｃ

Academic Activities

特
別
研
究
活
動
成
果
報
告
会
　
６
・
18
／
６
・
19

■１ 

大
塚  

郁
朗
　
教
授 

「（
気
に
な
る
子
）を
担
当
す
る
保
育
士
の
意
識
に
関
す
る
調
査
」

■２ 

岡
田  

茂
　
教
授
・
平
下  

正
美
　
教
授 

「
高
齢
者
の
８
週
間
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
」

■３ 

小
林  

千
恵
子
　
教
授 

「
ラ
オ
ス
・
ビ
ェ
ン
チ
ャ
ン
市
ヴ
ン
カ
ム
地
域
女
性
の
尿
失
禁
に
対

す
る
意
識
調
査
」

■４ 

下
村  

有
子
　
教
授 

「
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
聴
講
支
援
シ
ス
テ
ム
」

■５ 

守
屋  

以
智
雄
　
教
授 

「G
o
o
gle 

E
arth

画
像
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
半
島
第
四
紀
火
山
の

分
布
・
タ
イ
プ
・
発
達
」

■６ 

藤
森  

宮
子
　
教
授 

「
介
護
保
険（
手
当
）の
国
際
比
較
を
通
し
て
、高
齢
者
と
障
害
者
、

制
度
統
合
へ
の
考
察
」

■７ 
川
邊  

弘
之
　
准
教
授 

「
水
晶
体
に
お
け
る
ス
フ
ィ
ン
ゴ
ミ
エ
リ
ン
分
子
の
理
論
的
研
究
」

■８ 
内  
慶
瑞
　
講
師 

「
連
合
王
国（
英
国
）の
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
概
要
」

■９ 

岡
村  

綾
子
　
講
師 

「
Ａ
市
に
お
け
る
小
・
中
学
校
教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
実
態
調
査
」

■10 

小
島  

聖
　
講
師 

「
ラ
ッ
ト
膝
関
節
拘
縮
モ
デ
ル
に
対
す
る
温
浴
と
短
時
間
伸
張
刺

激
が
関
節
軟
骨
に
及
ぼ
す
病
理
組
織
学
的
影
響
」

■11 

山
本  

拓
哉
　
助
手 

「
歩
行
中
の
転
倒
刺
激
に
対
す
る
下
肢
筋
活
動
パ
タ
ー
ン
の
検
討
」

■12 

野
口  

雅
弘
　
講
師 

「
転
倒
の
有
無
に
お
け
る
一
日
の
身
体
活
動
量
の
関
係
」

■13 

山
本  

拓
哉
　
助
手 

「
床
面
の
相
違
がF

u
n
ctio
n
al 
R
each

距
離
及
び
体
幹
筋
筋
活

動
に
与
え
る
影
響
」

　
本
学
教
員
対
象
に
助
成
さ
れ
る
特
別
研
究
費
・
国
外
研
究
費
に
採
択

さ
れ
た
研
究
活
動
に
つ
い
て
、今
年
度
は
13
件
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。



Topics

地
域
貢
献
活
動
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
事
業

ゆ
う
が
く
広
場

海
外
研
修
　
２
・
26
〜
３
・
３

公
開
講
座

金
澤
夕
ぐ
れ
祭
り
　
７
・
25
〜
26

世
代
間
交
流
事
業「
ゆ
う
が
く
広
場
」

学
内
に
地
域
の
高
齢
者
を
招
き
、学
生
が
企
画
し
た
ゲ
ー

ム
や
体
操
、作
品
制
作
、園
芸
活
動
等
の
実
施
や
、茶
話
会

を
取
り
入
れ
た
世
代
間
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「K
IN
JO

こ
ど
も
・
あ
そ
び
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
企
画
と
し
て
金
城
祭
で
巨
大
迷
路
を
計
画
、開
催

し
ま
し
た
。

■ 

田
中  

克
恵
　
講
師

■ 

永
坂  

晃
子
　
講
師

平成19年度　金城学園財務概要

■消費収支計算書 （単位：千円）

科　　目
学生生徒納付金
補助金
その他
基本金組入額
消費収入の部（合計）

2,344,724 
705,921 
185,947 
-173,710 
3,062,882

金　　額

消費収入の部

科　　目
人件費
教育研究経費
管理経費
その他
消費収入超過額
消費収支の部（合計）

1,897,481 
651,813 
455,788 
35,408 
22,392 

3,062,882

金　　額

消費支出の部

■貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
固定資産
　　　　　　有形固定資産
　　　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

8,934,266 
8,586,537 
347,729 

2,146,382 
11,080,648

金　　額

資産の部

科　　目
固定負債
流動負債
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費収支差額の部（合計）

1,495,298 
633,282 

10,482,863 
-1,530,795 
11,080,648

金　　額

負債・基本金・消費収支差額の部

平
成
20
年
度
も
５
月
10
日
〜
10
月
４

日（
各
土
曜
日
、全
14
講
座
）に
か
け
て
短

大
部
と
の
共
同
事
業
と
し
て
公
開
講
座

を
実
施
。

大
学
・
短
大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康

や
生
活
に
根
付
い
た
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

石
川
県
中
央
公
園
に
て
金
澤
夕
ぐ
れ
祭

り
２
０
０
８
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
は

こ
ど
も
専
攻
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
成
し
た

金
沢
オ
ブ
ジ
ェ
の
作
品
展
示
、短
大
部
か

ら
は
美
術
学
科
の
学
生
が
似
顔
絵
を
描
き
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
は
、石
川
県
内
の
全
て
の
高

等
教
育
機
関（
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
）が
連

携
し
て
、教
育
交
流
・
情
報
発
信
・
調
査
研
究
等
を
行
い
、高

等
教
育
の
充
実
・
発
展
及
び
地
域
社
会
の
学
術
・
文
化
・
産

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
事
業
で
、

今
回
は
左
記
教
員
の
活
動
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

金
城
大
学
社
会
福
祉
学
部
で
は
、明
日
の
福
祉
を
担
う
人
材

育
成
を
目
指
し
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。福
祉
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
に
は
知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、豊
か
な
人

間
性
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、学
習
以
外
に
、

日
常
に
お
い
て
様
々
な
体
験
や
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
触
れ
合

い
・
交
流
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。実
践
能
力
向
上
を

目
的
に
、平
成
18
年
度
よ
り
介
護
実
習
委
員
会
を
中
心
に
学
内

サ
ロ
ン「
ゆ
う
が
く
広
場
」の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。今

年
度
は
前
期
に
４
回
開
催
し
、１
回
目
は
ペ
タ
ン
ク
、２
回
目
は

花
の
寄
せ
植
え
、３
回
目
は
ミ
ニ
介
護
教
室
、

４
回
目
は
に
ぎ
に
ぎ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、学
生
の
学

習
効
果
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、地
域
住

民
が
本
学
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
、地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
月
26
日（
火
）か
ら
３
月
３
日（
水
）ま
で
の
９
日
間
、デ

ン
マ
ー
ク
及
び
フ
ラ
ン
ス
へ
海
外
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。１
年
生
２
名
、２
年
生
３
名
、４
年
生
３
名
の
計
８
名
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

海
外
文
化
の
見
聞
と
と
も
に
北
欧
の
福
祉
を
見
て
体
験

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、当
日
は
全
員
そ
ろ
っ
て
行
政
機
関

の
福
祉
担
当
部
門
や
福
祉
施
設
を
見
学
し
、訪
問
先
の
方
々

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。



新
任
・
退
任
教
員
紹
介

■
社
会
福
祉
学
部

【
新
任
】

大
友  

順
次
　
教
授

専
門
分
野
▼
障
害
児
教
育
、臨
床
心
理

担
当
科
目
▼
保
育
事
前(

事
後)

指
導
、障
害
児
の
病
理

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
今
後
社
会
福
祉
の
現
場
実
習
や
就
職
し
た

時
に
役
立
つ
よ
う
な
障
害
児
者
を
取
り
巻
く
広
範
な
福
祉
的
知
識
と
、基
本

的
理
念
や
視
点
並
び
に
利
用
者
さ
ん
に
対
す
る
理
解
力
の
向
上
と
現
実
的
実

践
能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

木
村  

剛
　
助
教

専
門
分
野
▼
素
粒
子
物
理
学
、福
祉
工
学

担
当
科
目
▼
文
書
処
理
演
習
、情
報
処
理
演
習

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
情
報
の
管
理
や
、各
種
問
題
解
決
の
た
め

の
道
具
と
し
て
、現
代
社
会
で
は
必
ず
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。物

事
を
相
手
に
ど
う
伝
え
る
か
、相
手
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
情
報
を
扱
え
る

よ
う
に
な
っ
て
下
さ
い
。

越
納  

美
和
　
先
生（
助
手
）

担
当
科
目
▼
介
護
技
術
、実
習
指
導

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
臨
床
現
場
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
基
に
学

生
に「
学
ぶ
こ
と
へ
の
幸
せ
」を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。幸
せ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
も
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
畠  

利
一
　
教
授

専
門
分
野
▼
内
科
学
、高
血
圧
・
腎
臓
病
学

担
当
科
目
▼
医
学
一
般

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
聞
き
な
れ
な
い
医
学
用
語
が
次
々
と
出
て

き
ま
す
が
、将
来
の
福
祉
活
動
に
は
必
要
で
す
。皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立
つ
話

も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
谷  

晃
央
　
講
師

専
門
分
野
▼
表
面
筋
電
図
を
用
い
た
動
作
分
析

担
当
科
目
▼
運
動
療
法
学
I

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
今
年
度
か
ら
金
城
大
学
医
療
健
康
学
部
講

師
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
ま
す
。利
用
者
に
信
頼
さ
れ
る
理
学
療
法
士
の
養
成

を
目
指
そ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。み
な
さ
ま
の
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

木
林  

勉
　
准
教
授

専
門
分
野
▼
介
護
予
防
、地
域
リ
ハ
ビ
リ

担
当
科
目
▼
日
常
生
活
活
動
学
、生
活
環
境
学

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
理
学
療
法
士
の
活
躍
の
場
は
、保
健
・
福
祉

分
野
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。様
々
な
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
優
れ
た
理
論
と
高
度
な
技
術
、そ
し
て
思
い
や
り
の
心
を

磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村  

朗
　
教
授

専
門
分
野
▼
代
謝
系
理
学
療
法
学
、保
健
学

担
当
科
目
▼
運
動
学
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
障
害
を
持
っ
て
生
き
る
人
を
支
援
し
、障
害

を
予
防
す
る
の
が
理
学
療
法
の
使
命
で
す
。そ
し
て
、何
よ
り
金
城
大
生
が
障

害
を
持
つ
人
に
慈
し
み
を
持
っ
て
健
康
と
幸
福
を
も
た
ら
す
生
涯
を
送
れ
る

人
に
育
つ
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

齋
藤  

幸
江  

准
教
授

専
門
分
野
▼
理
学
療
法
学

担
当
科
目
▼
基
礎
理
学
療
法
治
療
学
、運
動
学
実
習

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
大
学
は
、人
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る

場
で
す
。目
標
を
掲
げ
、そ
の
達
成
に
向
け
て
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。学
生
さ
ん
の
前
進
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

教
員
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木  

賢
太
郎
　
講
師

専
門
分
野
▼
理
学
療
法
・
運
動
療
法

担
当
科
目
▼
運
動
器
・
内
部
障
害
の
理
学
療
法

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
臨
床
現
場
で
患
者
様
か
ら
教
え
て
頂
い
た

技
術
や
経
験
を
本
学
部
生
に
伝
え
、医
療
・
福
祉
現
場
で
活
躍
で
き
る
理
学
療

法
士
を
育
成
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、自
分
自
身
も
医
療
・
保
健
分

野
に
寄
与
で
き
る
理
学
療
法
士
に
な
れ
る
よ
う
、研
鑽
し
く
所
存
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寺
尾  

研
二
　
講
師

専
門
分
野
▼
理
学
療
法
学

担
当
科
目
▼
物
理
療
法
学
I
・
II
、物
理
療
法
実
習

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
臨
床
で
、研
究
で
、教
育
で
活
躍
で
き
る
理

学
療
法
士
の
育
成
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な

理
学
療
法
士
に
な
る
た
め
に
は「
今
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
・
体
験
」も
重

要
で
す
。「
よ
く
学
び
、よ
く
遊
べ
」を
是
非
と
も
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

市
田  

修
　
経
理
部  

経
理
課
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
前
職
は
金
融
機
関
に
33
年
間
勤
め
て
い
ま

し
た
が
経
理
事
務
の
仕
事
は
初
め
て
で
多
少
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、な
せ
ば
成
る
の
精
神
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
岡  

秀
子
　
学
生
部  

保
健
室
勤
務

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
学
生
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
的
な

学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
は

保
健
室
に
気
軽
に
訪
れ
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。又
、健
康
教
育
の
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
本  

佳
矢
子
　
こ
ど
も
専
攻  

実
習
助
手（
教
務
助
手
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
想
像
力
、好
奇
心
、探
究
心
、発
想
力
、柔
軟

性
、思
い
や
り
、心
遣
い
、行
動
力
、観
察
力
な
ど
な
ど
、い

ろ
ん
な
力
を
大
き
く
伸
ば
し
て
、ど
ん
な
こ
と
に
も
挑
戦

で
き
る
保
育
者
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

道
下  

菜
穂
子
　
経
理
部

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
今
年
、本
学
の
短
期
大
学
部
を
卒
業
し
、４

月
か
ら
事
務
職
員
と
し
て
短
大
の
経
理
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。母
校
で
あ
る
金
城
学
園
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、大

変
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。学
生
時
代
に
培
っ
た
多
く
の
知
恵
や
明
る
さ
を

生
か
し
、微
力
な
が
ら
も
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。笑
顔
を

大
切
に
し
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。山

田  

ち
ひ
ろ
　
教
務
部

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
４
月
か
ら
実
習
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。福
祉
現
場
で
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
、実
習

へ
出
る
学
生
さ
ん
が
円
滑
に
実
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
健
康
学
部
の
石
倉
隆
教
授
、田
辺
茂
雄
講
師
、長
谷
川
正
哉
講
師
及
び
、

事
務
職
員
の
大
桑
忠
義
経
理
部
参
事
が
３
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

事
務
職
員
の
松
川
登
美
江
入
試
広
報
室
職
員
が
４
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
】

■
医
療
健
康
学
部

■
事
務
職
員



エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す

学
び
を
深
め
る

資
格
を
得
る

社会福祉学部・社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻 理学療法学科

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉 
ビジネスコース
（2009年4月新設）

社会福祉士国家試験受験資格

保育士資格介護福祉士資格 理学療法士
国家試験受験資格

幼稚園教諭1種

社会福祉士
国家試験受験資格

高等学校教諭1種（公民・福祉）／中学校教諭1種（社会）
特別支援学校教諭1種（知的障害・肢体不自由・病弱）

医療健康学部

将
来
を
描
く

地 域 社 会
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Composition

金城大学の建学理念等
「金城大学の建学理念」

「 教 育 理 念 」 

「 目 的 及 び 使 命 」 

「 教 育 目 標 」

：明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

：教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への良い影響である。学生とともに毎日学内で過ご
す生活そのものが教育である。

：教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的および応
用的能力を養い、文化向上および社会の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第1条）

：社会福祉、保育及び幼児教育、または医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、職場の即戦力につながる社会人の基礎、そし
て社会で幅広く活躍する積極性を身につけ、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

金城
大学

社会福祉 医療健康

地 域 社 会介護福祉士
社会福祉士
保育士
幼稚園教諭

特別支援学校教諭
中学・高校教諭 など

理学療法士

教員 3人
公務員 5人

未就職 2人
進学 4人 その他 9人

平成20年3月卒業生の進路結果  業種別就職状況 （2008年5月現在）

【福祉施設など】
高齢者施設 65人
障害者施設 15人
児童施設 　1人
医療施設　 12人
NPO法人　 2人
---------------------------------
計 95人

【企業】
医療・福祉 5人
飲食・宿泊業 5人
金融・保険業 1人
販売・小売業 37人
建設業 2人
サービス業 15人
情報通信業 8人
製造業 17人
その他 2人
---------------------------------
計 92人

【公務員】
国家公務員 1人
地方公務員 2人
警察官 2人
---------------------------------
計 5人

【教員】
公立高校 1人
特別支援学校 1人
小学校 1人
---------------------------------
計 3人

【進学】
大学院 1人
専門学校 2人
短期大学 1人
---------------------------------
計 4人

介護職 82人
相談援助職 17人
営業職 64人
警察官 2人
事務職 13人
教員 3人
保育士 1人
生産 5人
SE 5人
その他 3人
---------------------------------
計 195人

就職率 99.0％
卒業生 210人
就職希望者 197人
（就職195人・未就職2人）
進学 4人
その他 9人

職　種業　　種

就職率99.0％=就職者数195／就職希望者数197×100

●福祉行政機関（公務員）
●高齢者福祉施設等
●障害者福祉施設
●児童福祉施設
●低所得者や女性の
　ための福祉施設

●社会福祉協議会・
　福祉公社・NPO
●福祉関連企業・一般企業
●高等学校・中学校・
　特別支援学校（教員）
●介護福祉士養成施設（教員）
　※要実務経験

●保育所
●その他の児童福祉施設
●幼稚園
●児童相談所
●社会福祉施設
●福祉関連企業

●医療機関
●老人保健施設
●社会福祉施設
●保健学系大学（教員）
　理学療法士養成校（教員）
　※要実務経験

福祉施設
など
95人企業

92人

就職率

99.0%
就職195人




